
通巻129号

酉
歳
新
春
号



（第 1 2 9 号） さ ん の う （　　）2

一
月
　
一
日
（
日
）

	

午
前
零
時	

若
水
祭

	
	

神
能
「
ひ
と
り
翁
」
奉
奏

	
	

山
階
彌
右
衛
門
師
　
奉
仕

	

午
前
八
時	

歳
旦
祭

一
月
　
三
日
（
火
）

	

午
前
十
時	

元
始
祭

一
月
　
六
日
（
金
）

	

午
後
二
時	

奉
納
書
初
展
奉
告
祭

	

午
後
三
時	

山
王
奉
書
会
（
参
集
殿
）

	

記
念
講
演

	

講
　
師
　
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部

	

　
　
　
　
名
誉
教
授
　
藤
原
茂
樹 

先
生

一
月
十
三
日
（
金
）

　	

午
前
十
一
時
　
印
章
護
持
祭

一
月
十
五
日
（
日
）

	

午
前
九
時
　
月
次
祭

　
　
　
午
前
十
時
三
十
分
　
神
符
焼
納
祭

一
月
二
十
一
日
（
土
）〜
二
十
二
日
（
日
）

	
	

神
宮
初
詣
旅
行
会

一
月
二
十
四
日
（
火
）

	

午
後
六
時
　
新
年
互
礼
会

二
月
　
三
日
（
金
）

	

午
前
十
一
時
三
十
分

	
	

節
分
祭
追
儺
神
事

新
春
祭
典
・
行
事
の
ご
案
内
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皇
紀
二
千
六
百
七
十
七
年
、
平
成
二
十
九
年
の
新
春
を
迎
え
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
運
の
隆
昌
を
言
祝
ぎ
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
日
枝
大
神
様
の
更
な
る
ご
加
護
の
も
と
、
今
年
が
良
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
熊
本
県
を
中
心
に
発
生
し
た
一
連
の
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
と
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
、
改
め
て

お
悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
皆
様

の
安
全
と
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
度
、
日
枝
神
社
の
氏
子
崇
敬
会
第
七
代
会
長
を
拝
命
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
日
枝
神
社
は
私
に
と
り
ま

し
て
、
隔
年
で
斎
行
さ
れ
ま
す
山
王
祭
の
神
幸
祭
の
折
に
、
御
巡
行
の
鈴
の
音
が
聞
こ
え
る
と
衆
議
院
議
員
会
館
よ
り
外
に
目
を
向
け
た

思
い
出
の
あ
る
神
社
で
す
。
由
緒
あ
る
日
枝
神
社
氏
子
崇
敬
会
の
会
長
と
い
う
重
責
を
果
た
す
べ
く
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
か

ら
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
い
よ
い
よ
次
の
舞
台
は
東
京
へ
と
移
っ
て

き
ま
し
た
。
リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
史
上
最
高
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
を
記
録
す
る
な
ど
、
日
本
選
手
団
の
大
活
躍
も
あ
り
、
改
め
て
大
会

の
主
役
は
ア
ス
リ
ー
ト
の
方
々
で
あ
る
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
五
輪
開
催
地
と
な
る
の
は
二
度
目
の
東
京
で
す
が
、
一
度
目
の
一
九
六
四

年
の
開
催
は
、
日
本
が
敗
戦
か
ら
急
速
な
復
興
を
遂
げ
、
国
際
社
会
の
表
舞
台
に
復
帰
し
た
象
徴
的
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
五
輪

招
致
の
際
に
掲
げ
た
の
は『
復
興
五
輪
』で
す
。
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
は
、甚
大
な
被
害
が
出
ま
し
た
が
、世
界
各
国
か
ら
多
く
の
人
的
、

物
的
支
援
を
頂
戴
し
、
力
強
い
励
ま
し
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
世
界
中
か
ら
い
た
だ
い
た
こ
の
ご
恩
へ
の
感
謝
の
心
と
、
震
災
か

ら
の
復
興
、
さ
ら
に
は
、
成
熟
し
た
都
市
と
し
て
、
確
立
し
た
イ
ン
フ
ラ
や
安
定
し
た
社
会
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
誰
も
が
納
得
で
き
る
大
会
に
す
べ
く
、
引
き
続
き
課
題
解
決
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

本
年
は
丁
酉
年
で
す
が
、
相
場
格
言
で
は
「
申
酉
騒
ぐ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
の
ト
ラ
ン
プ
氏

勝
利
を
受
け
て
、
経
済
面
で
は
景
気
回
復
へ
の
期
待
感
が
急
速
に
高
ま
り
、
円
安
ド
ル
高
、
株
高
を
示
し
ま
し
た
。
東
京
も
、
か
つ
て

の
「
ア
ジ
ア
一
の
金
融
都
市
」
に
返
り
咲
く
べ
く
、
具
体
策
を
実
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。
騒
が
し
い
の
で
は
な
く
、
活
気
あ
る
年
に
し
て

ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、こ
の
新
し
い
年
の
国
家
の
安
寧
と
弥
栄
、日
枝
神
社
の
ご
神
徳
の
発
揚
と
ご
社
頭
の
ご
隆
昌
、氏
子
崇
敬
会
の
更
な
る
ご
発
展
、

ま
た
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
切
に
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、私
の
新
年
に
あ
た
り
ま
し
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て

日
枝
神
社
氏
子
崇
敬
会
長　
　

小  

池
　
百  

合  

子
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ま
す
。

　

昨
秋
に
、
参
議
院
日
仏
友
好
議
員
連
盟

で
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
た
め
に
パ
リ
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
現

地
の
役
人
や
街
中
の
カ
フ
ェ
の
ウ
エ
イ

タ
ー
な
ど
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
で
日

本
文
化
に
触
れ
、
日
本
に
興
味
を
も
ち
憧

れ
て
い
る
と
い
う
若
者
が
気
さ
く
に
カ
タ

コ
ト
の
日
本
語
で
話
し
か
け
て
く
れ
、
行

く
先
々
で
歓
迎
を
う
け
ま
し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
文
化
と
教
育
と
融
合
さ
せ
る
こ
と
、
組

織
委
員
会
は
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
の

義
務
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
お

り
、
四
年
後
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
文
化
イ
ベ

ン
ト
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
責
務
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
大
の
成
功
例
と
さ
れ
る
四
年
前
の

ロ
ン
ド
ン
大
会
で
は
、
英
国
全
土
で
一
千

か
所
以
上
、
イ
ベ
ン
ト
総
数
は
十
八
万
件
、

総
参
加
者
数
は
約
四
千
三
百
四
十
万
人
に

の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
効
果
は
、
経
済
的
な
も
の
だ
け
で

な
く
、
特
に
若
者
の
自
国
文
化
の
誇
り
や

自
信
の
掲
揚
な
ど
に
も
好
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

　

東
京
大
会
に
む
け
て
も
、『
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
等
の
機
会
を
活
用
し
て
、
全
国
の

自
治
体
や
芸
術
家
等
と
の
連
携
の
下
、
地

　

皇
紀
二
千
六
百
七
十
七
年
、
謹
ん
で

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
天
下
泰
平
、

国
土
安
穏
、
聖
寿
無
窮
、
万
民
豊
楽
を

祈
り
ま
す
。

　

丁
ひ
の
と
と
り酉

の
本
年
は
、
も
の
ご
と
が
頂
点
に

達
し
、
転
換
期
を
迎
え
る
年
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
枝
神
社
さ
ま
の
御
神
徳
で
も
あ
る

万
物
の
成
長
発
展
、
産
業
万
般
の
生
成

化
育
と
も
通
ず
る
も
の
で
、
皆
様
に
と
り

ま
し
て
明
る
く
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

米
国
で
は
、
今
月
二
十
日
に
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
政
権
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。

　

長
い
選
挙
戦
の
中
で
は
、
そ
の
暴
言

や
失
言
な
ど
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
、

米
国
第
一
を
掲
げ
た
ト
ラ
ン
プ
氏
で
し

た
が
米
国
国
民
が
「
変
化
に
期
待
し
た
」

結
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

経
済
で
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
き
た
氏
が
大
統
領
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
政
策
は
米
国
内
だ
け
で
は
な
く
世
界
中

に
波
及
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
日
本
は

主
体
性
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
も
っ
て
信
頼

を
強
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　

国
内
に
お
い
て
は
、
安
倍
総
理
の
も
と

経
済
、
外
交
・
安
全
保
障
な
ど
着
実
な
前

進
を
遂
げ
て
い
ま
す
。「
守
り
」
か
ら
「
積
極

的
な
発
信
」
へ
の
転
換
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
会
長
を
つ
と
め
て
い
る
党
の
伝
統

文
化
調
査
会
で
も
、
国
家
と
し
て
の
文

化
戦
略
を
構
築
し
、
文
化
財
の
み
な
ら

ず
食
文
化
な
ど
の
生
活
文
化
や
ア
ー
ト
、

メ
デ
ィ
ア
芸
術
な
ど
を
一
体
の
も
の
と

し
て
文
化
を
幅
広
く
捉
え
、
い
に
し
え
か

ら
現
代
ま
で
つ
な
が
る
日
本
の
精
神
文
化

を
踏
ま
え
つ
つ
魅
力
あ
る
様
々
な
日
本
を

戦
略
的
に
発
信
す
る
よ
う
議
論
を
加
速
化

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
文
化
力
は
、
我
々
が
想
像
す
る

よ
り
遥
か
に
高
い
世
界
の
称
賛
を
得
て
い

域
の
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
の
取

組
を
全
国
各
地
で
実
施
す
る
。
リ
オ
大
会

（
二
○
一
六
）
の
終
了
後
に
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
国
際
的
に
高
め
る

た
め
の
取
組
を
行
い
、
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
に
む
け
た
機
運
の
醸
成
を
図
る
』
こ

と
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
も
、ｂｅｙ
ｏ
ｎ
ｄ

2
0
2
0
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
性
豊
か

で
多
様
性
に
富
み
、
成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ

し
い
次
世
代
に
誇
れ
る
レ
ガ
シ
ー
の
創
出

に
資
す
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
公
益
法
人
、
企
業
等
、

全
国
各
地
の
皆
さ
ん
に
、
こ
ぞ
っ
て
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

世
界
で
最
も
長
い
歴
史
を
も
つ
日
本
に

は
、
豊
か
な
四
季
の
中
で
育
ま
れ
た
幅
広

い
文
化
が
あ
り
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、

一
方
で
新
し
い
技
術
や
発
想
を
と
り
い
れ

発
展
さ
せ
て
い
く
柔
軟
性
も
あ
わ
せ
も
っ

て
い
ま
す
。

　

三
年
半
後
に
迫
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、
そ
の
時
だ
け
の
祭
典
で
は
な
く
、

開
催
国
日
本
に
と
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
後
世
へ
と
繋
げ
て
い
く

壮
大
な
国
家
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
る
の
で
す
。

 

『
そ
の
先
へ
』
と
わ
が
国
が
力
強
く
進
む

た
め
の
輝
か
し
い
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
よ
う

切
に
願
い
な
が
ら
進
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

参
議
院
議
員

山
谷
え
り
子

特
別
寄
稿
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平
成
廿
八
年
六
月
の
山
王
祭
は

記
憶
に
新
し
い
。
元
和
元
年
に
山

王
祭
の
行
列
が
江
戸
城
入
城
を
は

た
し
、
以
後
四
百
年
の
時
を
経
て

も
な
お
、賑
い
を
見
せ
る
山
王
祭
。

徳
川
幕
府
二
六
〇
年
の
間
、
神

田
祭
と
並
ん
で
後
世
天
下
祭
と
称

さ
れ
、
各
町
か
ら
出
さ
れ
る
山
車

行
列
は
東
都
最
大
の
祭
禮
と
し
て

様
々
な
文
献
や
錦
絵
に
も
遺
さ
れ

て
お
り
、
現
在
で
も
関
東
一
円
に

お
け
る
地
方
都
市
の
祭
禮
に
影
響

し
続
け
て
い
ま
す
。
江
戸
期
の
山

王
祭
は
山
車
を
中
心
と
し
、屋
台
・

学ま
ね

び
の
仮
装
行
列
が
加
わ
っ
た
祭

禮
行
列
で
し
た
が
、
明
治
に
な
り

か
つ
て
の
勢
い
を
失
っ
て
い
き
ま

す
。文
明
開
化
の
影
響
は
大
き
く
、

明
治
十
五
年
に
銀
座
に
ア
ー
ク
灯

が
灯
り
、
そ
の
数
年
後
に
電
線
が

敷
か
れ
さ
ら
に
市
中
に
市
電
が
走

る
よ
う
に
な
る
と
、
路
上
に
は
市

電
の
跨
線
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
高

さ
の
必
要
な
江
戸
の
山
車
は
次
第

に
曳
か
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

世
間
一
般
に
「
電
線
等
の
影
響

で
山
車
を
曳
く
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
た
め
、
大
半
の
物
が
地
方

都
市
に
売
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
」

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
私
が
調

べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
よ
う
な
要
因

で
の
譲
渡
は
、
実
際
に
は
ほ
ぼ
無

い
に
等
し
か
っ
た
よ
う
で
す
。
町

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
山
車
が
曳

か
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て

も
、
ほ
と
ん
ど
の
町
々
は
、
自
町

内
の
山
車
を
『
江
戸
名
物
』
と
称

し
て
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
大
正
十
二
年
九
月

の
関
東
大
震
災
で
多
く
の
山
車
が

焼
失
損
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
こ
う
し
た
中
で
も
震
災
前
に

幾
本
か
の
山
車
は
、
縁
あ
っ
て
譲

渡
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
か
つ
て

山
王
祭
で
使
わ
れ
て
い
た
山
車
が

ど
こ
に
譲
ら
れ
て
行
っ
た
の
か
を

取
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
車
を
詳
し
く

述
べ
る
こ
と
は
、
紙
面
の
都
合
上

別
の
機
会
と
い
た
し
ま
す
。

《
千
葉
県
佐
倉
市
》

　

江
戸
期
、
佐
倉
藩
歴
代
の
藩
主

は
、
幕
府
の
老
中
職
を
勤
め
る
な

ど
江
戸
と
の
繋
が
り
が
強
く
、
明

治
初
期
に
は
日
本
橋
界
隈
を
走
り

回
っ
て
山
王
祭
の
山
車
を
譲
り
受

け
る
立
役
者
が
お
り
、
そ
の
活
躍

の
お
陰
で
多
く
の
山
王
祭
の
山
車

が
現
存
し
て
い
ま
す
。

山
王
祭
廿に

じ
ゅ
う
な
な七

番
『
日
本
武
尊
』

�

人
形
師　

二
代
目
仲
秀
英
作

　

日
本
橋
の
萬
町
・
青
物
町
・
元

四
日
市
（
現
日
本
橋
一
丁
目
）
で

使
用
。
明
治
十
三
年
九
月
に
佐
倉

市
上か

み
ち
ょ
う町

に
委
譲
さ
れ
、
現
在
も
佐

倉
で
曳
か
れ
て
い
ま
す
。（「
山
王
」

第
一
二
五
号
参
照
）

山
王
祭
廿に

じ
ゅ
う
ご五
番
『
石

し
ゃ
っ
き
ょ
う
橋
』

�

人
形
師　

古
川
長
延
作

　

日
本
橋
の
上
槇
町
（
現
八
重
洲

一
丁
目
東
）
で
使
用
。
明
治
十
二

年
佐
倉
市
横よ

こ
ま
ち町
に
委
譲
さ
れ
、
現

役
で
曳
か
れ
て
い
る
。
昨
年
の
山

王
祭
に
里
帰
り
し
、
日
本
橋
界
隈

を
曳
き
廻
し
し
ま
し
た
。

山
王
祭
廿に

じ
ゅ
う
い
ち一
番
『
竹ち

く
ぶ
じ
ま

生
島
龍
神
』

�

人
形
師　

横
山
朝
之
作

　

日
本
橋
の
通
油
町
・
新
大
坂
町
・

田
所
町
（
現
日
本
橋
富
沢
町
）
で

使
用
。
明
治
十
二
年
に
佐
倉
市
肴

町
に
委
譲
さ
れ
、
現
在
は
人
形
と

上
高
欄
及
び
山
車
の
部
材
の
一
部

が
遺
さ
れ
て
い
る
。

山
王
祭
廿に

じ
ゅ
う
ご五
番
『
玉
ノ
井
龍
神
』

�

人
形
師　

不
明

　

日
本
橋
の
檜
物
町
（
現
八
重
洲

一
丁
目
東
）
で
使
用
。
明
治
十
二

年
に
佐
倉
市
二
番に

ば
ん
ち
ょ
う
町
に
委
譲
さ

れ
、
人
形
と
上
高
欄
が
遺
さ
れ
て

い
る
。

《
埼
玉
県
加
須
市
》

山
王
祭
廿に

じ
ゅ
う
い
ち一
番
『
羅
陵
王
』

　
江
戸
祭
禮
研
究
　
　
　

山

瀨

一

男

山
王
祭
山
王
山
車
の
ゆ
く
え

―
日
本
三
大
祭
︱

異 

聞

山
王
祭

佐倉市上町 日本武尊の山車

佐倉市横町 石橋の山車
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�

人
形
師　

仲
秀
英
作

　

日
本
橋
の
通
油
町
・
新
大
坂
町
・

田
所
町
（
現
日
本
橋
富
沢
町
）
で

使
用
。
明
治
十
六
年
に
加
須
市
本ほ

ん

町ち
ょ
うに
委
譲
。

 

『
羅
陵
王
』
は
、
文
久
二
年
に
新

造
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
十
年
代

に
こ
の
日
本
橋
界
隈
で
災
害
が

あ
っ
た
時
に
加
須
の
人
々
が
惜
し

み
な
い
協
力
を
し
た
た
め
、
お
礼

と
し
て
加
須
に
譲
る
こ
と
に
な
っ

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
特
筆
す

べ
き
は
、
各
地
に
委
譲
さ
れ
た
山

車
は
、
地
元
で
手
が
加
え
ら
れ
改

装
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、こ
の
加
須
の
『
羅
陵
王
山
車
』

は
日
本
橋
に
在
っ
た
時
の
ま
ま
手

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
遺
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
昨
年
の
山
王

祭
で
は
、
加
須
市
本
町
の
お
囃
子

連
に
よ
る
お
囃
子
の
奉
納
を
し
ま

し
た
。

《
茨
城
県
石
岡
市
》

山
王
祭
七
番
『
弁
財
天
』

�

人
形
師　

古
川
長
延
作

　

日
本
橋
本
町
四
丁
分
・
岩
附

町
・
本
革
屋
町
・
金
吹
町
（
現
日

本
橋
室
町
一
丁
目
・
日
本
橋
本
町
）

で
使
用
。
大
正
十
年
に
石
岡
市
金か

な

丸ま
る

町ち
ょ
う
に
委
譲
さ
れ
、
現
役
で
活
躍

中
で
す
。
日
本
橋
魚
河
岸
の
有
力

者
が
尽
力
し
、
石
岡
へ
の
委
譲
が

叶
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

二
人
の
静

《
栃
木
県
栃
木
市
》

山
王
祭
九
番
『
静
御
前
』

�

人
形
師　

松
雲
斎
徳
山
作

　

日
本
橋
瀬
戸
物
町
・
小
田
原
町
・

伊
勢
町（
現
日
本
橋
室
町
一
丁
目
）

で
使
用
。
明
治
七
年
栃
木
市
倭
町

に
委
譲
さ
れ
、
現
在
は
二
年
に
一

度
の
栃
木
ま
つ
り
（
十
一
月
）
で

曳
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
東
京
都
青
梅
市
》

山
王
祭
九
番
『
静
御
前
』

�

人
形
師　

松
雲
斎
徳
山
作

　

日
本
橋
瀬
戸
物
町
・
小
田
原
町
・

伊
勢
町（
現
日
本
橋
室
町
一
丁
目
）

で
使
用
。
明
治
中
頃
に
青
梅
市
仲な

か

町ち
ょ
う

に
委
譲
さ
れ
、
現
在
は
青
梅
大

祭
（
五
月
）
で
人
形
の
み
が
会
所

に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

瀬
戸
物
町
・
小
田
原
町
・
伊
勢

町
は
、
関
東
大
震
災
ま
で
江
戸
の

台
所
と
も
言
う
べ
き
魚
河
岸
が

あ
っ
た
場
所
で
す
。魚
河
岸
で
は
、

一
日
千
両
が
動
く
と
言
わ
れ
た
財

力
の
あ
る
町
々
で
し
た
。
こ
こ
で

は
、
祭
禮
で
山
車
を
二
～
三
度
使

佐倉市肴町 竹生島龍神人形

佐倉市二番町 玉ノ井龍神人形

加須市本町 羅陵王の山車

石岡市金丸町 弁財天人形
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用
す
る
と
「
古
く
な
っ
た
」
と
い

う
理
由
で
同
じ
出
し
物
を
新
調
す

る
と
い
う
、
魚
河
岸
の
財
力
が
伺

わ
れ
る
話
し
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
日
本
橋
の
町
々
か
ら
、

同
じ
人
形
師
の
手
が
け
た
二
人
の

静
御
前
が
、
栃
木
と
青
梅
に
遺
る

と
い
う
奇
跡
の
よ
う
な
話
し
な
の

で
す
。

《
群
馬
県
渋
川
市
》

日
本
橋
通
三
丁
目
『
猿
』

　

江
戸
期
の
山
王
祭
で
、
日
本
橋

一
丁
目
か
ら
四
丁
目
で
は
、
一
本

の
山
車
『
神
功
皇
后
』
を
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
明
治
中
期
に
日
本

橋
通
三
町
目
（
現
日
本
橋
二
町
目
・

三
町
目
）
で
は
『
猿
』
の
山
車
を

新
造
し
て
使
用
し
ま
し
た
が
、
大

正
三
年
に
渋
川
市
裏
宿
町
に
委
譲

さ
れ
、
二
年
に
一
度
の
祭
禮
で
曳

き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。（
現
在
は
日

本
武
尊
人
形
に
変
わ
っ
て
い
る
）

　

前
述
、
山
王
祭
で
使
用
さ
れ
て

い
た
山
車
・
出
し
人
形
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
日
枝
神
社

宝
物
殿
に
は
『
神
功
皇
后
』『
応

神
天
皇
・
武
内
宿
禰
』『
土
佐
坊
』

人
形
が
遺
っ
て
お
り
、
千
代
田
区

資
料
館
に
は
『
て
け
て
ん
小
僧
』

が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
四

体
の
山
車
人
形
は
、
麴
町
各
町
で

使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

結
び
に

　

近
い
将
来
、
こ
う
し
た
山
王
祭

に
ゆ
か
り
の
あ
る
山
車
を
集
め
、

山
王
祭
の
神
幸
祭
行
列
に
加
え
ら

れ
た
な
ら
、
往
時
の
江
戸
祭
禮
を

再
現
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
夢
を
見
て
い
る
次
第
で
す
。

山
車
人
形
の
み
遺
さ
れ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か
の
展

示
場
に
飾
り
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
な
お
良
い
で
し
ょ
う
。
更
に
欲

を
言
え
ば
、
か
つ
て
の
天
下
祭
に

は
『
学ま

ね

び
』
と
い
う
仮
装
行
列
も

附つ
け
ま
つ
り祭
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、

そ
の
よ
う
な
出
し
物
も
加
え
ら
れ

た
ら
、
な
お
一
層
の
こ
と
、
江
戸

の
山
王
祭
を
再
現
す
る
こ
と
に
一

役
買
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
の
山
王
祭
は
平
成
三
十

年
。
こ
の
年
は
、
皇
城
の
鎮
で
あ

る
日
枝
神
社
祭
禮
（
山
王
祭
）
に

と
っ
て
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。

東
京
奠
都
百
五
十
年
の
年
。
遷
都

で
は
な
く
京
都
を
都
と
し
て
残

し
、
政
治
経
済
の
都
と
し
て
東
京

へ
奠
都
し
て
百
五
十
年
の
歴
史
を

刻
ん
だ
わ
け
で
す
。

　

明
治
期
に
は
『
東
京
奠
都
三
十

年
』
の
奉
祝
行
事
が
東
京
市
中
を

挙
げ
て
行
わ
れ
、
さ
ら
に
『
奠
都

五
十
年
』
の
奉
祝
行
事
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

来
た
る
「
奠
都
百
五
十
年
」、

東
京
と
共
に
歩
ん
で
き
た
日
枝
神

社
と
山
王
祭
に
と
っ
て
こ
の
節
目

の
年
に
、
か
つ
て
の
山
王
祭
の
現

存
し
て
い
る
山
車
も
一
同
に
参
加

で
き
た
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
東
京
随

一
の
大
祭
に
な
る
に
違
い
な
い
と

大
き
な
夢
を
見
続
け
て
い
ま
す
。

�

日
本
橋
住
人
記
す

栃木市倭町 静御前の山車

青梅市仲町 静御前人形

渋川市裏宿 日本武尊の山車（日本橋では猿の人形）

日
枝
神
社

責
任
役
員

同同同同同同 代
表
役
員

宮

司

責
任
役
員

権
宮
司

頌

　　　　　　　春

　　平成
二
十
九

　

 

　　歳

丁
酉　

宮
西
修
治

細
田
安
兵
衛

中
澤
彦
七

福
原
義
春

大
澤
忠
政

泉

　邦
夫

澤
田
晴
子

髙
木

　茂

大
塚
正
行

謹
み
て
新
年
の

　御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
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永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

麹
町
・
紀
尾
井
町

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

八
重
洲
・
日
本
橋

番
町
・
九
段
・
四
谷

崇
敬
者（
氏
子
外
）

京

橋

銀

座

新

橋

永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

麹
町
・
紀
尾
井
町

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

八
重
洲
・
日
本
橋

番
町
・
九
段
・
四
谷

崇
敬
者（
氏
子
外
）

京

橋

銀

座

新

橋

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

㈱
ぬ
利
彦

代
表
取
締
役

社

長

中
澤
彦
七

㈶
答
礼
会

会

長

長
田
近
衛

理

事

長

山
田
麻
喜
子

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券

松

本

　

大

㈱
オ
ン
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

新
井
健
太
郎

山
王
熱
供
給
㈱

代
表
取
締
役

社

長

津
曲
荒
太

㈱
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル 

東
急

総

支

配

人

行
澤
博
史

日
枝
神
社
四
葉
会

㈲
ナ
リ
タ
美
容
室

代
表
取
締
役

成
田
弘
子

永
田
町
　
天
竹

荻

原

秀

夫

日
本
橋
�
野
鮨
本
店

�

野

正

敏

㈱
植
む
ら
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

十
文
字
弘
美

㈲
山
の
茶
屋遠

藤

恒

夫

㈱
食
文
化
総
研

レ
ス
ト
ラ
ン
黒
澤
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

丸
　
總
子

山
王
む
ら
さ
き
会

会

長

清
水
威
人

㈱
伊
勢
半
本
店

代
表
取
締
役

社

長

澤
田
晴
子

㈱
桜
井
食
品

代
表
取
締
役

社

長

桜
井
　
勉

金
子
架
設
工
業
㈱

代
表
取
締
役

青
木
　
茂

㈱
髙
島
屋

常
務
取
締
役

亀
岡
恒
方

㈱
銀
座
木
村
家

代
表
取
締
役

木
村
美
貴
子

大
日
本
企
業
㈱

取
締
役
社
長

木
村
　
透

三
番
町

田

中

康

博

エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱

代
表
取
締
役

社

長

小
形
博
行

㈱
木
村
商
店

代
表
取
締
役

木
村
暖
子

柴
田
税
理
士
事
務
所

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

柴
田
哲
義 

恭
代

㈱
榮
太
樓
總
本
鋪

代
表
取
締
役

社

長

細
田
　
眞

㈱
大
澤
ロ
ー
ヤ
ル

代
表
取
締
役

大
澤
忠
政

㈾
清
水
隆
商
店

代

表

社

員

清
水
昭
治

東
京
建
物
㈱

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

野
村
　
均

中
島
金
属
箔
粉
工
業
㈱

代
表
取
締
役

会

長

中
島
　
武

㈱
千
修

代
表
取
締
役

社

長

下
谷
友
康

清
水
建
設
㈱

取
締
役
社
長

井
上
和
幸

泉
吉
㈱

代
表
取
締
役

岸
本
昌
子

㈱
帝
国
ホ
テ
ル

取
締
役
社
長

定
保
英
弥

い
ち
よ
し
証
券
㈱

代
表
執
行
役

社

長

小
林
　
稔

有
楽
町
・
美
宝
ビ
ル

青
山
モ
リ
タ
ビ
ル

森

田

定

亮

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

田
苗
　
明

東
宝
㈱

名

誉

会

長

松
岡
　
功

木
村
實
業
㈱

代
表
取
締
役

木
村
平
右
衛
門

川
崎
定
徳
㈱川

﨑

雄

厚

日
本
橋
ゆ
か
り

野
永
喜
一
郎

㈱
泉
屋
東
京
店

代
表
取
締
役

社

長

泉
　
邦
夫

㈱
ジ
ョ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

堀
切
健
司

㈱
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
ー
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役

眞
下
慶
一
郎

㈱
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ

代
表
取
締
役

社

長

大
谷
和
彦

弁
護
士
法
人 

一
番
町
綜
合
法
律
事
務
所

代

表

社

員

神
﨑
浩
昭

㈱
ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ

代
表
取
締
役

青
山
裕
生

正
金
商
事
㈱

代
表
取
締
役

蛯
原
宗
久

㈱
兵
左
衛
門

代
表
取
締
役

会

長

浦
谷
兵
剛

や
す
幸

松
井
俊
樹

石
原
　
壽

廣
田
特
許
事
務
所

代

表

廣
田
雅
紀

㈱
小
松
ス
ト
ア
ー

代
表
取
締
役

小
坂
　
敬

有
楽
商
事
㈱

代
表
取
締
役

平
沼
顕
司

㈱
ギ
ン
ザ
の
サ
ヱ
グ
サ

代
表
取
締
役

会

長

三
枝
　
進

㈱
糟
谷

相

談

役

糟
谷
孝
男

㈱
ホ
ッ
タ

取
締
役
社
長

堀
田
峰
明

㈱
ホ
ッ
ト
ア
ー
ト

代
表
取
締
役

望
月
秀
峻

㈱
小
林
傅
次
郎
中
央
地
所
部

代
表
取
締
役

社

長

小
林
久
子

銀
座
越
後
屋

八

代

目

永
井
甚
右
衛
門

㈱
銀
座
ナ
イ
ン

代
表
取
締
役

会

長

須
賀
一
雄

銀
座
吉
田
㈱

代
表
取
締
役

吉
田
民
雄

東
京
シ
テ
ィ
青
果
㈱

代
表
取
締
役

社

長

鈴
木
敏
行

㈱
ナ
ン
シ
ン

代
表
取
締
役

会

長

齋
藤
信
房

佐

竹

昭

二

東
京
中
央
青
果
㈱

代
表
取
締
役

社

長

鈴
木
敏
行

2口

2口

3口3口3口

10口

北
見
不
動
産
㈲北

見

芳

夫

会

　
　
　長

北

見

丈

亜

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

新
日
本
不
動
産
㈱

中
島
信
子

代
表
取
締
役

順不同敬称略謹 賀 新 年順不同敬称略謹 賀 新 年

頌

　　　　　　　春

　　平成
二
十
九

　

 

　　歳

日
枝
神
社

大
総
代

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

丁
酉　

遠
藤
恒
夫

関
口
弥
寿
雄

笠
井
清
純

田
中
康
博

池
田
新
二

清
水
昭
治

岡
村
好
貴

松
岡

　功

野
永
喜
一
郎

安
西
暉
之

布
施

　徳

三
枝

　進

小
坂

　敬

北
見
芳
夫

木
村
暖
子

安
倍
洋
子

羽
田
宇
男

溝
口
喜
文

細
田

　眞

亀
岡
恒
方

名
誉
宮
司

宮

司

権
宮
司

禰

宜

禰

　宜

権
禰
宜

同同同同同同

宮
西
惟
道

宮
西
修
治

大
塚
正
行

髙
原
聖
司

鎌
田
周
作

土
田
幸
大

八
巻
岳
秀

内
田
博
之

杉
山
正
吉
史

手
塚
和
記

伊
久
裕
之

松
橋
裕
晃

頌

　　　　　　　春

　　平成
二
十
九

　

 

　　歳

日
枝
神
社 丁

酉　

㈱
ト
ミ
タ

代
表
取
締
役

会

長

富
田
正
一

㈱
東
京
會
舘

取
締
役
社
長

藤
原
幸
弘
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永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

麹
町
・
紀
尾
井
町

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

八
重
洲
・
日
本
橋

番
町
・
九
段
・
四
谷

崇
敬
者（
氏
子
外
）

京

橋

銀

座

新

橋

永
田
町
・
霞
ヶ
関

平

河

町

麹
町
・
紀
尾
井
町

大
手
町
・
丸
の
内

内
幸
町
・
有
楽
町

八
重
洲
・
日
本
橋

番
町
・
九
段
・
四
谷

崇
敬
者（
氏
子
外
）

京

橋

銀

座

新

橋

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

八

丁

堀

茅
場
町
・
兜
町

㈱
ぬ
利
彦

代
表
取
締
役

社

長

中
澤
彦
七

㈶
答
礼
会

会

長

長
田
近
衛

理

事

長

山
田
麻
喜
子

マ
ネ
ッ
ク
ス
証
券

松

本

　

大

㈱
オ
ン
ズ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

新
井
健
太
郎

山
王
熱
供
給
㈱

代
表
取
締
役

社

長

津
曲
荒
太

㈱
ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル 

東
急

総

支

配

人

行
澤
博
史

日
枝
神
社
四
葉
会

㈲
ナ
リ
タ
美
容
室

代
表
取
締
役

成
田
弘
子

永
田
町
　
天
竹

荻

原

秀

夫

日
本
橋
�
野
鮨
本
店

�

野

正

敏

㈱
植
む
ら
フ
ー
ズ

代
表
取
締
役

十
文
字
弘
美

㈲
山
の
茶
屋遠

藤

恒

夫

㈱
食
文
化
総
研

レ
ス
ト
ラ
ン
黒
澤
グ
ル
ー
プ

代
表
取
締
役

丸
　
總
子

山
王
む
ら
さ
き
会

会

長

清
水
威
人

㈱
伊
勢
半
本
店

代
表
取
締
役

社

長

澤
田
晴
子

㈱
桜
井
食
品

代
表
取
締
役

社

長

桜
井
　
勉

金
子
架
設
工
業
㈱

代
表
取
締
役

青
木
　
茂

㈱
髙
島
屋

常
務
取
締
役

亀
岡
恒
方

㈱
銀
座
木
村
家

代
表
取
締
役

木
村
美
貴
子

大
日
本
企
業
㈱

取
締
役
社
長

木
村
　
透

三
番
町

田

中

康

博

エ
ス
ビ
ー
食
品
㈱

代
表
取
締
役

社

長

小
形
博
行

㈱
木
村
商
店

代
表
取
締
役

木
村
暖
子

柴
田
税
理
士
事
務
所

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

柴
田
哲
義 

恭
代

㈱
榮
太
樓
總
本
鋪

代
表
取
締
役

社

長

細
田
　
眞

㈱
大
澤
ロ
ー
ヤ
ル

代
表
取
締
役

大
澤
忠
政

㈾
清
水
隆
商
店

代

表

社

員

清
水
昭
治

東
京
建
物
㈱

代
表
取
締
役

社
長
執
行
役
員

野
村
　
均

中
島
金
属
箔
粉
工
業
㈱

代
表
取
締
役

会

長

中
島
　
武

㈱
千
修

代
表
取
締
役

社

長

下
谷
友
康

清
水
建
設
㈱

取
締
役
社
長

井
上
和
幸

泉
吉
㈱

代
表
取
締
役

岸
本
昌
子

㈱
帝
国
ホ
テ
ル

取
締
役
社
長

定
保
英
弥

い
ち
よ
し
証
券
㈱

代
表
執
行
役

社

長

小
林
　
稔

有
楽
町
・
美
宝
ビ
ル

青
山
モ
リ
タ
ビ
ル

森

田

定

亮

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

執

行

役

員

田
苗
　
明

東
宝
㈱

名

誉

会

長

松
岡
　
功

木
村
實
業
㈱

代
表
取
締
役

木
村
平
右
衛
門

川
崎
定
徳
㈱川

﨑

雄

厚

日
本
橋
ゆ
か
り

野
永
喜
一
郎

㈱
泉
屋
東
京
店

代
表
取
締
役

社

長

泉
　
邦
夫

㈱
ジ
ョ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

堀
切
健
司

㈱
ジ
ャ
パ
ン
グ
レ
ー
ラ
イ
ン

代
表
取
締
役

眞
下
慶
一
郎

㈱
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ

代
表
取
締
役

社

長

大
谷
和
彦

弁
護
士
法
人 

一
番
町
綜
合
法
律
事
務
所

代

表

社

員

神
﨑
浩
昭

㈱
ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ

代
表
取
締
役

青
山
裕
生

正
金
商
事
㈱

代
表
取
締
役

蛯
原
宗
久

㈱
兵
左
衛
門

代
表
取
締
役

会

長

浦
谷
兵
剛

や
す
幸

松
井
俊
樹

石
原
　
壽

廣
田
特
許
事
務
所

代

表

廣
田
雅
紀

㈱
小
松
ス
ト
ア
ー

代
表
取
締
役

小
坂
　
敬

有
楽
商
事
㈱

代
表
取
締
役

平
沼
顕
司

㈱
ギ
ン
ザ
の
サ
ヱ
グ
サ

代
表
取
締
役

会

長

三
枝
　
進

㈱
糟
谷

相

談

役

糟
谷
孝
男

㈱
ホ
ッ
タ

取
締
役
社
長

堀
田
峰
明

㈱
ホ
ッ
ト
ア
ー
ト

代
表
取
締
役

望
月
秀
峻

㈱
小
林
傅
次
郎
中
央
地
所
部

代
表
取
締
役

社

長

小
林
久
子

銀
座
越
後
屋

八

代

目

永
井
甚
右
衛
門

㈱
銀
座
ナ
イ
ン

代
表
取
締
役

会

長

須
賀
一
雄

銀
座
吉
田
㈱

代
表
取
締
役

吉
田
民
雄

東
京
シ
テ
ィ
青
果
㈱

代
表
取
締
役

社

長

鈴
木
敏
行

㈱
ナ
ン
シ
ン

代
表
取
締
役

会

長

齋
藤
信
房

佐

竹

昭

二

東
京
中
央
青
果
㈱

代
表
取
締
役

社

長

鈴
木
敏
行

2口

2口

3口3口3口

10口

北
見
不
動
産
㈲北

見

芳

夫

会

　
　
　長

北

見

丈

亜

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

新
日
本
不
動
産
㈱

中
島
信
子

代
表
取
締
役

順不同敬称略謹 賀 新 年順不同敬称略謹 賀 新 年

頌

　　　　　　　春

　　平成
二
十
九

　

 

　　歳

日
枝
神
社

大
総
代

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

丁
酉　

遠
藤
恒
夫

関
口
弥
寿
雄

笠
井
清
純

田
中
康
博

池
田
新
二

清
水
昭
治

岡
村
好
貴

松
岡

　功

野
永
喜
一
郎

安
西
暉
之

布
施

　徳

三
枝

　進

小
坂

　敬

北
見
芳
夫

木
村
暖
子

安
倍
洋
子

羽
田
宇
男

溝
口
喜
文

細
田

　眞

亀
岡
恒
方

名
誉
宮
司

宮

司

権
宮
司

禰

宜

禰

　宜

権
禰
宜

同同同同同同

宮
西
惟
道

宮
西
修
治

大
塚
正
行

髙
原
聖
司

鎌
田
周
作

土
田
幸
大

八
巻
岳
秀

内
田
博
之

杉
山
正
吉
史

手
塚
和
記

伊
久
裕
之

松
橋
裕
晃

頌

　　　　　　　春

　　平成
二
十
九

　

 

　　歳

日
枝
神
社 丁

酉　

㈱
ト
ミ
タ

代
表
取
締
役

会

長

富
田
正
一

㈱
東
京
會
舘

取
締
役
社
長

藤
原
幸
弘
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山
王
む
ら
さ
き
会

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

取
締
役
会
長

鈴
木
健
之

㈱
フ
ェ
ム

代
表
取
締
役

藤
田
　
誠

佐
藤
産
業
㈱

会

長

佐
藤
太
美
雄

㈱
木
村
屋
総
本
店

代
表
取
締
役

社

長

木
村
光
伯

総
合
建
設
業

㈱
Ｃ
Ｍ
Ｃ

代
表
取
締
役

高
橋
悦
郎

㈱
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

代
表
取
締
役

会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

淺
野
秀
則

朝
日
総
業
㈱

代
表
取
締
役

池
本
な
ぎ
さ

㈱
信
英
堂

代
表
取
締
役

桜
井
俊
一

㈱
丸
井
ス
ズ
キ

代
表
取
締
役

鈴
木
貴
博

㈱
錦
屋
マ
リ
エ
マ
リ
エ

取
締
役
社
長

勝
田
久
美
子

㈱
キ
ョ
ウ
エ
イ
ア
ド
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

代
表
取
締
役

社

長

松
岡
雅
昭

㈱
井
筒
装
束
店

代
表
取
締
役

社

長

淺
田
茂
樹

㈱
ミ
カ
ミ

代
表
取
締
役

三
神
裕
継

き
ね
や
足
袋
㈱

代
表
取
締
役

中
澤
貴
之

㈱
な
だ
万

代
表
取
締
役

社

長

木
浦
信
敏

安
全
自
動
車
㈱

代
表
取
締
役

中
谷
宗
平

中
西
瀝
青
㈱

相

談

役

野
玉
善
一

㈱
ミ
ロ
ク
情
報
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

社

長

是
枝
周
樹

順不同敬称略謹 賀 新 年

日
本
ビ
ダ
ヤ
コ
ム
㈱

東
郷
英
二

代
表
取
締
役

社

長

頌

　　　　　　　春

　　平成
二
十
九

　

 

　　歳

丁
酉　

日
枝
神
社
氏
子
崇
敬
会

石
原
慎
太
郎

小
池
百
合
子

細
田
安
兵
衛

中
澤
彦
七

福
原
義
春

大
澤
忠
政

泉

　邦
夫

澤
田
晴
子

髙
木

　茂

松
岡

　功

石
川
雅
己

矢
田
美
英

武
井
雅
昭

内
田

　茂

立
石
晴
康

茂
木
七
左
衞
門

溝
口
喜
文

名
誉
会
長

会

長

副
会
長

同同同同同同同顧

　
　問

同同同同同監

事

㈱
ア 

ル 

フ 

ァ 

ビ 

デ 

オ

㈱
伊 

勢 

啓

㈱
泉 

屋 

東 

京 

店

サ
ロ
ン
・
ド
・
ベ
ル

㈱
三 

雄

清

月

堂

本

店

㈱
セ
レ
モ
ニ
ー・コ
ン
ダ
ク
タ
ー
ズ

㈱
代 

庄

日

本

橋

髙

島

屋

㈲
ト 

ー 

シ 

ン

日
本
旅
行
公
務
法
人
営
業
部

花

省

㈱
フ 

ェ 

ム

フ
ロ
ー
リ
ス
ト
響
花

㈱
マ 

イ 

プ 

リ 

ン 

ト

㈱
丸 

菱

㈱
三 

越 

伊 

勢 

丹

谷

櫻

酒

造

㈲

㈱

六

歌

仙

菊

正

宗

酒

造

㈱

豊

島

屋

酒

造

㈱

岩

村

醸

造

㈱

月
桂
冠
㈱
　
東
京
支
店

田

村

酒

造

場

㈱

本

田

商

店

白
鶴
酒
造
㈱
　
東
京
支
社

石

川

酒

造

㈱

㈱
今
田
酒
造
本
店

富

久

娘

酒

造

㈱

㈲

金

井

酒

造

店

酔

鯨

酒

造

㈱

福

徳

長

酒

類

㈱

鍋

店

㈱

土

佐

鶴

酒

造

㈱

北

の

誉

酒

造

㈱

㈱

家

久

長

本

店

林

龍

平

酒

造

場

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱

天

鷹

酒

造

㈱

千
代
の
園
酒
造
㈱

中

国

醸

造

㈱

㈱
小
山
本
家
酒
造

㈱

桝

田

酒

造

店

吉
乃
川
㈱
　
東
京
支
店

㈱
矢
尾
本
店
酒
つ
く
り
の
森

栃

倉

酒

造

㈱

太

田

酒

造

㈱

高

井

㈱

㈱

北

雪

酒

造

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

近

藤

酒

造

㈱

菊

水

酒

造

㈱

白
鷹
㈱
　
東
京
支
店

黄

桜

㈱

大

信

州

酒

造

㈱

奥

の

松

酒

造

㈱

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
㈱

㈱

ち

く

ま

食

品

舞

姫

酒

造

㈱

㈱

佐

浦

日
本
盛
㈱
　
東
京
支
店

㈱

山

本

本

家

七

笑

酒

造

㈱

樽

平

酒

造

㈱

櫻
正
宗
㈱
　
東
京
支
店

江
井
ヶ
嶋
酒
造
㈱

山

梨

銘

醸

㈱

和
田
酒
造
　
合
資
会
社

キ

ン

シ

正

宗
　
㈱

桃
川
㈱
　
東
京
支
店

酒
は
、
こ
れ
を
神
々
に
献
り
、
そ
の
撤
下
を
い
た
だ
く
事
に
よ
っ
て
、

う
つ
う
つ
と
し
た
気
持
ち
が
晴
れ
や
か
に
な
る
百
薬
の
長
で
す
。

当
日
枝
神
社
の
御
祭
神
大
山
咋
神
は
、
古
来
、
酒
を
司
ら
せ
給
う
東
都
の
酒
神
と

厚
く
信
仰
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

お
さ
が
り

平
成
二
十
九
年
例
祭
献
酒
醸
造
元
芳
名
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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流
行
や
ニ
ュ
ー
ス
を
山
鉾
の
人
形
な
ど
に

仕
立
て
た
毎
回
新
作
の
趣
向
か
ら
、
動
く

美
術
館
な
ど
と
呼
ば
れ
る
固
定
的
な
も
の

へ
と
変
遷
し
た
の
で
あ
る
。

　

山
・
鉾
・
屋
台
行
事
は
拠
点
と
な
る
城

下
町
の
祭
礼
な
ど
を
中
心
に
、
藩
域
や
街

道
筋
を
範
囲
と
し
て
広
が
り
、
独
特
の
祭

礼
文
化
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
も
あ

る
。
例
え
ば
、
博
多
祇
園
山
笠
行
事
の
周

辺
に
お
い
て
は
、
櫛
田
神
社
の
行
事
が
伝

播
し
て
類
例
が
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
権
力
に
よ
り
上
か
ら
伝
播
・
浸
透

し
た
り
、
人
・
物
・
情
報
の
交
流
に
よ
っ

て
地
域
的
類
型
圏
を
有
す
る
祭
礼
群
は
数

多
い
。

　

関
東
の
祭
礼
文
化
圏
の
最
大
拠
点
と
し

て
、
徳
川
権
力
の
御
用
祭
で
あ
っ
た
当
社

山
王
権
現
の
江
戸
山
王
祭
が
挙
げ
ら
れ

る
。
山
王
祭
は
神
田
祭
と
隔
年
に
執
行
さ

れ
、
こ
の
二
祭
の
行
列
の
み
が
江
戸
城
に

入
り
、
北
の
丸
で
将
軍
・
重
臣
の
上
覧
を

受
け
た
。
特
に
山
王
祭
上
覧
は
寛
永
十
二

年
（
一
六
三
五
）
よ
り
幕
末
ま
で
行
わ
れ

た
。
祭
日
は
旧
六
月
十
五
日
を
中
心
と
す

る
盛
夏
の
祭
り
で
あ
り
、
祭
礼
行
列
は
神

輿
、
町
方
に
よ
る
山
車
・
附
祭
・
御
雇
祭
、

町
奉
行
や
諾
藩
武
家
に
よ
る
警
固
・
供
奉

か
ら
な
る
。

　

山
王
社
氏
子
百
四
十
七
か
町
よ
り
、
山

車
番
組
四
十
五
組
が
組
織
さ
れ
、
隔
年
に

五
十
本
程
の
山
車
が
、
公
的
に
定
ま
っ
た

城
内
ル
ー
ト
と
自
町
を
中
心
と
す
る
任
意

の
ル
ー
ト
を
巡
行
し
た
の
で
あ
る
。「
山

車
」
の
語
は
近
代
以
降
の
東
京
発
信
語
で

あ
り
、
江
戸
期
に
は
「
出
し
（
シ
）」
と

表
記
さ
れ
る
造
形
物
の
頂
部
を
指
す
部
分

名
称
で
あ
っ
た
。
江
戸
の
山
車
は
二
輪
の

台
車
中
央
に
一
本
柱
を
立
て
、
そ
の
上
に

傘
鉾
、
吹
貫
、
万
度
、
万
灯
、
額
、
人
形
、

勾
欄
、
波
形
（
流
水
）、
枝
垂
れ
、
花
笠

な
ど
様
々
な
飾
り
を
設
け
、
中
心
柱
の
周

り
に
幕
を
張
る
造
形
物
も
多
い
。
江
戸
の

場
合
、
地
形
の
高
低
差
が
大
き
く
、
山
王

祭
は
特
に
広
域
氏
子
圏
で
あ
る
た
め
、
一

～
二
頭
の
牛
に
曳
か
せ
た
。
幕
末
に
な
る

と
、
一
本
柱
に
加
え
、
台
車
上
に
二
層
の

櫓
（
一
本
柱
を
中
心
と
し
た
四
隅
）
構
造

を
設
え
、
上
層
に
人
形
と
勾
欄
を
据
え
る

三
層
の
山
車
が
登
場
し
た
。
帝
都
東
京
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
要
因
に

よ
り
、
明
治
二
十
年
代
前
半
、
東
京
市
内

の
山
車
文
化
は
衰
退
し
て
い
っ
た
が
、
江

戸
か
ら
明
治
前
期
に
か
け
て
、
山
王
祭
の

山
車
や
附
祭
文
化
は
関
東
地
方
に
留
ま
ら

ず
、
各
地
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
た

の
で
あ
る
。

　

現
在
の
山
王
祭
神
幸
祭
に
お
い
て
も
、

諫
鼓
鳥
・
花
山
車
（
一
本
柱
型
）・
美
少

年
山
車
・
烏
帽
子
御
幣
猿
山
車
・
牛
若
弁

慶
山
車
、
東
郷
元
帥
の
山
車
な
ど
が
復
活

　

昨
年
十
二
月
、
関
東
で
は
主
に
山だ

車し

祭

礼
と
称
さ
れ
る
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」

（
地
図
三
三
行
事
）
が
、
国
連
教
育
科
学

文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
無
形
文
化
遺
産

に
一
括
登
録
さ
れ
た
。
日
本
の
祭
礼
が
世

界
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。

今
回
の
登
録
に
際
し
、
地
図
�
の
京
都
祇

園
祭
を
始
め
と
す
る
山
・
鉾
・
屋
台
と
い

う
名
称
が
山
車
・
だ
ん
じ
り
・
曳
山
な
ど

の
総
称
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
三
三
行
事
は
氏
子
を
中
心
と
す
る
大

規
模
都
市
祭
礼
で
あ
り
、
す
で
に
国
指
定

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
裾
野
に
は
全
国
的
に
約
一
千
五
百
件

も
の
祭
礼
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
都
市
部
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
が

神
輿
渡
御
の
前
後
を
巡
行
す
る
神
賑
と
し

て
、
祭
り
を
造
形
的
・
色
彩
的
に
飾
り
、

音
曲
で
囃
し
、
さ
ら
に
は
夜
間
に
は
光
輝

い
て
、
彩
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
信

仰
的
意
味
と
し
て
は
、
地
域
の
安
寧
や
災

厄
除
け
を
願
い
、神
霊
の
依
代（
憑
依
物
）

と
も
考
え
ら
れ
て
き
た
。

　

京
都
祇
園
祭
や
津
島
・
博
多
（
地
図
⑲
・

�
）
は
中
世
ま
で
遡
る
祭
礼
で
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
山
・
鉾
・
屋
台
類
は
、
江
戸

時
代
以
降
、
各
地
で
成
立
し
た
政
治
都
市

で
あ
る
城
下
町
な
ど
に
現
れ
た
。「
練
り

物
」
や
「
通
り
物
」
と
呼
ば
れ
る
仮
装
行

列
、
歌
舞
や
囃
子
中
心
の
祭
り
の
な
か
か

ら
、
各
地
の
都
市
住
民
（
町
人
）
が
山
・

鉾
・
屋
台
類
を
選
び
取
っ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。

　

多
く
の
夏
祭
り
に
お
い
て
流
行
、
蔓
延

す
る
恐
ろ
し
い
疫
病
（
そ
の
因
と
考
え
ら

れ
た
疫
神
）
や
眠
気
を
山
・
鉾
・
屋
台
類

に
憑
け
囃
し
立
て
て
、
町
の
外
に
退
散
し

て
も
ら
う
信
仰
が
基
層
に
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
、
都
市
住
民
は
郷
土
愛
を
背

景
に
祭
り
に
熱
狂
し
、
山
・
鉾
・
屋
台
は

そ
の
シ
ン
ボ
ル
、
各
都
市
の
独
自
の
顔
と

し
て
作
ら
れ
、
町
人
の
財
力
、
職
人
や
芸

術
家
の
技
術
・
技
能
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
。

歴
史
的
に
は
、
定
番
の
テ
ー
マ
に
加
え
、

武
蔵
大
学　

教
授　

福
原
敏
男

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
江
戸
山
王
祭

寄 

稿
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事
例
も
含
め
て
、
健
在
で
あ
る
の
は
喜
ば

し
い
。

　

山
・
鉾
・
屋
台
行
事
は
江
戸
期
以
来
の

各
地
の
中
核
都
市
を
拠
点
と
し
て
お
り
、

ま
さ
に
現
在
求
め
ら
れ
て
い
る
「
地
方
創

生
」
の
時
代
を
代
表
す
る
祭
礼
群
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
明
治
維
新
以
降
、
電
線
架

設
や
路
面
電
車
敷
設
な
ど
都
市
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
戦
災
や
関
東
大
震
災
な
ど
の
自

然
災
害
と
復
興
、
高
度
経
済
成
長
、
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
観
光
な
ど
に
よ
り
大

き
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
祇
園
祭

と
と
も
に
、「
日
本
三
大
祭
り
」
と
並
び

称
せ
ら
れ
た
、
山
王
祭
・
神
田
祭
、
大
坂

天
神
祭
は
近
代
以
降
、
首
都
・
経
済
中
心

都
市
を
舞
台
と
す
る
祭
礼
と
し
て
大
き
な

変
貌
を
被
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
近
現

代
化
、
都
市
化
の
な
か
で
、
三
三
行
事
は

奇
跡
的
に
も
命
脈
を
保
っ
た
祭
り
な
の
で

あ
る
。

①八戸三社大祭の山車行事（青森県八戸市）
②角館祭りのやま行事（秋田県仙北市）
③土崎神明社祭の曳山行事（秋田県秋田市）
④花輪祭の屋台行事（秋田県鹿角市）
⑤新庄まつりの山車行事（山形県新庄市）
❻日立風流物（茨城県日立市）
⑦烏山の山あげ行事（栃木県那須烏山市）
⑧鹿沼今宮神社祭の屋台行事（栃木県鹿沼市）
⑨秩父祭の屋台行事と神楽（埼玉県秩父市）
⑩川越氷川祭の山車行事（埼玉県川越市）
⑪佐原の山車行事（千葉県香取市）
⑫高岡御車山祭の御車山行事（富山県高岡市）
⑬魚津のタテモン行事（富山県魚津市）
⑭城端神明宮祭の曳山行事（富山県南砺市）
⑮青柏祭の曳山行事（石川県七尾市）
⑯高山祭の屋台行事（岐阜県高山市）
⑰古川祭の起し太鼓・屋台行事（岐阜県飛騨市）

⑱大垣軕祭の行事（岐阜県大垣市）
⑲尾張津島天王祭の車楽舟行事（愛知県津島市・愛西市）
⑳知立の山車文楽とからくり（愛知県知立市）
㉑犬山祭の車山行事（愛知県犬山市）
㉒亀崎潮干祭の山車行事（愛知県半田市）
㉓須成祭の車楽船行事と神葭流し（愛知県蟹江町）
㉔鳥出神社の鯨船行事（三重県四日市市）
㉕上野天神祭のダンジリ行事（三重県伊賀市）
㉖桑名石取祭の祭車行事（三重県桑名市）
㉗長浜曳山祭の曳山行事（滋賀県長浜市）
�京都祇園祭の山鉾行事（京都府京都市）
㉙博多祇園山笠行事（福岡県福岡市）
㉚戸畑祇園大山笠行事（福岡県北九州市）
㉛唐津くんちの曳山行事（佐賀県唐津市）
�八代妙見祭の神幸行事（熊本県八代市）
�日田祇園の曳山行事（大分県日田市）
●はH21（2009）ユネスコ無形文化遺産に登録

ユネスコ無形文化遺産登録
「山・鉾・屋台行事」（33行事）

●①

●②
●③

●④

●⑤

●❻●⑦●⑧

●⑨ ●⑩ ●⑪

●⑫ ●⑬
●⑭

●⑮

●⑯
●⑰

●⑱
●⑲

●⑳

●㉑

●㉒

●㉓

●㉔

●㉕

●㉖

●㉗

●�

●㉙
●㉚

●㉛

●�

●�

参
考
文
献

植
木
行
宣
・
福
原
敏
男

『
山
・
鉾
・
屋
台
行
事 

｜
祭
り
を
飾
る
民
俗
造
形
｜
』

岩
田
書
院
　
二
〇
一
六
年
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日本橋茅場町 摂社日枝神社
ホームページ完成

古くから下町の山王さんと親しまれている「摂社日枝神社」も
年々増加しているご参拝の方々に情報を発信するため公式 HP を開設しました。

今後も随時更新します。

　御祈祷をお受けになる方々の便に供するべく、HP
上に「御祈祷情報入力フォーム」を新設しました。
　このフォームで御祈祷の内容や御祈祷を受けられ
る方のお名前等必要事項を入力いただくと、当日に
申込書の記入が不要になる事前登録システムです。
　是非御活用下さい。

御祈祷の受付電子化をはじめました

http://www.hiejinja.net/sessha/

〒103-0025
東京都中央区日本橋
茅場町1丁目6番16号
問い合わせ　03-3666-3574

摂社日枝神社
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金
参
拾
萬
圓
也

松
田
真
由
子

㈱
帝
国
ホ
テ
ル

㈱
小
松
ス
ト
ア
ー

�

代
表
取
締
役　

小
坂　

敬

金
弐
拾
萬
圓
也

㈲
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｅ

�

代
表
取
締
役　

手
塚
秀
樹

㈱
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

�

代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ　

淺
野
秀
則

今
村
孝
司

武
蔵
ビ
ル
・
㈲
丸
徳
武
蔵　

石
田
善
計

安
藤
正
太
良

吉
川
瑛
子

㈱
ス
ト
ー
ン
ト
ラ
ス
ト

田
中
康
博

笠
井
清
純

谷
畑
侊
昭

東
京
山
王
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

㈱
丸
井
ス
ズ
キ

㈱
日
本
橋
錦
豊
琳
本
店

日
枝
神
社
奉
賛
青
年
会

若
林
治
男

彌
生
興
業
㈱

�

代
表
取
締
役　

長
谷
川
尚
功

四
條
隆
彦
・
丸
山
靜
香

八
丁
堀
三
丁
目
西
町
会　

天
祖
神
社

㈱
ミ
デ
ィ
ア
ム

六
本
木
忠
久

和
田
隆
之

天
声
お
ま
か
せ
道
場

�

後
藤
拓
大　

東
京
つ
ど
い
一
同

糀
町
惣
町
睦
会	

	

㈱
ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ

�

代
表
取
締
役　

青
山
裕
生

㈱
テ
ス　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

�

代
表
取
締
役　

田
中
康
雄

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

�

代
表
取
締
役
社
長　

鈴
木
敬
二

羽
田
幸
代

ザ
・
キ
ャ
ピ
ト
ル
ホ
テ
ル
東
急

�

総
支
配
人　

行
澤
博
史

ナ
リ
タ
美
容
室

㈱
錦
屋
マ
リ
エ
マ
リ
エ	

つ
き
じ
植
む
ら　

山
王
茶
寮

朝
日
稲
荷
神
社	

㈱
コ
ミ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
ブ
・
フ
ィ
ル
ム

東
京
急
行
電
鉄
㈱

清
水
雄
二

中
原
卓
治
・
頼
幸

日
下
部
昭
子
・
静
江

鮫
島
正
繼

松
尾
ふ
み
江

野
玉
善
一

京
橋
一
の
部
連
合
町
会	

銀
座
七
丁
目
町
会	

安
全
自
動
車
㈱

�

代
表
取
締
役　

中
谷
宗
平

山
王
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト
㈱

�

代
表
取
締
役　

中
谷
良
平

小
川
晶
子

㈱
日
本
ス
ポ
ー
ツ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

�

古
屋
博
史

㈱
大
澤
ロ
ー
ヤ
ル

�

代
表
取
締
役　

大
澤
忠
政

銀
座
吉
田
㈱	

	

㈱
髙
島
屋
日
本
橋
店	

㈱
オ
ル
フ
ァ
ス

飯
島
正
人

㈱
西
武
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ

田
中　

實

上
野
真
也

㈱
東
京
會
舘�

取
締
役
社
長　

藤
原
幸
弘

㈱
明
治
屋

㈱
ヤ
ク
ル
ト
本
社

味
の
素
㈱

森
田
定
亮

橋
本　

久

㈱
秩
父
屋
材
木
店

�

代
表
取
締
役　

宮
城
良
治

大
塚
由
佳

東
宝
㈱

東
京
中
央
青
果
㈱

�

代
表
取
締
役
社
長　

石
川
勲

小
川
昌
美

日
枝
神
社
葵
会

関
口
弥
寿
雄

㈱
木
村
商
店

日
本
橋
吉
野
鮨
本
店

㈱
ぬ
利
彦　

代
表
取
締
役　

中
澤
彦
七

東
京
建
物
㈱	

㈱
泉
屋
東
京
店

�

代
表
取
締
役
社
長　

泉　

邦
夫

東
京
シ
テ
ィ
青
果
㈱

�

代
表
取
締
役
社
長　

鈴
木
敏
行

日
本
水
産
㈱

�

代
表
取
締
役
社
長　

細
見
典
男

増
田
良
一

㈱
伊
勢
半
本
店

�

代
表
取
締
役
社
長　

澤
田
晴
子

合
資
会
社　

北
見
商
店

�

北
見
芳
夫
・
ま
さ
ゑ

関　

秀
子

太
田
實
則

榮
太
樓
總
本
鋪　

細
田
安
兵
衛

佐
藤
タ
ニ
子

㈱
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
タ
ニ

�

代
表
取
締
役
社
長　

大
谷
和
彦

日
枝
御
防
講	

三
菱
地
所
㈱	

日
本
橋
七
之
部
連
合
町
会

　

末
社
八
坂
神
社
（
相
殿　

猿
田
彦

神
社
）
は
明
治
十
九
年
に
当
社
境
内

地
に
修
営
、
御
社
殿
は
昭
和
二
十
年

五
月
の
東
京
大
空
襲
に
よ
り
焼
失
し
、

昭
和
四
十
一
年
に
再
建
。
以
来
五
十

年
の
長
い
年
月
を
経
て
風
雨
に
よ
る

損
傷
激
し
く
、
こ
の
度
百
三
十
年
の

佳
節
に
あ
た
り
、
氏
子
御
崇
敬
各
位

の
御
奉
賛
を
仰
ぎ
、
修
復
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

　

二
月
十
四
日
仮
殿
遷
座
祭
、
約

三
ヶ
月
の
修
復
工
事
を
終
え
、
五
月

三
十
一
日
に
本
殿
遷
座
祭
を
執
行
。

六
月
七
日
、
八
坂
神
社
例
祭
に
併
せ

竣
工
奉
祝
祭
を
多
数
の
氏
子
崇
敬
者

参
列
の
も
と
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
復
事
業
に
併
せ
神
饌
所

と
御
垣
を
新
た
に
整
備
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

御
奉
賛
頂
き
ま
し
た
御
崇
敬
各
位

に
は
改
め
て
紙
上
を
も
っ
て
御
礼
申

上
げ
ま
す
。

八
坂
神
社

猿
田
彦
神
社
御
社
殿

修
復
工
事
　
竣
工

金
参
佰
萬
圓
也

清
水
建
設
㈱

金
弐
佰
萬
圓
也

㈱
ジ
ョ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

�

代
表
取
締
役　

堀
切
健
司

山
田
敏
夫
・
秀
子

金
壱
佰
萬
圓
也

㈱
エ
コ
ロ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

�

代
表
取
締
役
社
長　

原
村
昌
利

佐
藤
茂
子

金
六
拾
萬
圓
也

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

金
伍
拾
萬
圓
也

東
京
炭
素
工
業
㈱　

�

代
表
取
締
役　

山
﨑
利
恵

畑　

照
子

金
四
拾
萬
圓
也

平
和
不
動
産
㈱

�

代
表
取
締
役
社
長　

岩
熊
博
之

興
国
イ
ン
テ
ッ
ク
㈱	

泉
吉
㈱　

代
表
取
締
役　

岸
本
昌
子

大
日
本
企
業
㈱

修
復
事
業
奉
賛
者
芳
名
（
順
不
同
　
敬
称
略
）

新設された神饌所
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茅
場
町
一
丁
目
町
会

茅
場
町
二
・
三
丁
目
町
会

兜
町
町
会

㈱
金
陽
社
印
刷
所

�

代
表
取
締
役　

細
田　

剛

司
法
書
士
さ
く
ら
法
務
事
務
所

�

代
表　

関　

次
郎

S
uda M

anter field C
onsulting L

td.

福
原
義
春

青
木
謙
二
郎

浅
井
吉
昭
・
孝
子

関　

太
郎

小
林
万
里

小
林
久
子

㈱
レ
イ

日
置
千
弓

山
田
有
美

山
田
宜
良

多
賀
富
ゆ
わ

医
聡
真
会　

理
事
長　

小
栁
聡

塩
野
目
明

金
壱
拾
伍
萬
圓
也

関
典
子
・
ひ
か
る
・
光
輝

金
壱
拾
萬
圓
也

宮
西
惟
道

㈱
シ
ミ
ズ
・
ビ
ル
ラ
イ
フ
ケ
ア

�

代
表
取
締
役
社
長　

野
上　

勇

神
明
氷
川
神
社　

宮
司　

眞
壁
惠
龍

玉
前
神
社　

宮
司　

栗
原
崇
次

信
和
義
塾
大
學
校　

㈱
ゴ
ク
ー

�

中
野　

博

楢
見
舘
正
一

中
井
賢
吉

桜
井
直
子

田
中
康
生

金
伍
萬
圓
也

友
田
美
由
紀

新
井
眞
智
子

㈱
マ
ル
タ
マ
フ
ー
ズ

渡
邉
裕
忠

小
渕　

進

安
藤
蓉
子

上
代　

清

㈱
花
田
美
術	

吉
山
照
香

宮
越
隆
政

金
参
萬
伍
千
圓
也

今
泉
元
喜

金
参
萬
圓
也

㈲
彩
電
工
芸　

羅
田
秀
顕

城　

由
紀

西
川
和
江

野
武
幸
子

阿
部
哲
夫

清
宮
厚
子

医
療
法
人
社
団
Ａ
歯
科
タ
ニ
グ
チ
会

高
柳
多
美

飯
嶋
芳
子

中
村
弘
江

黒
澤
㓛
記

金
弐
萬
圓
也

御
園
織
衣

御
園
紀
子

小
寺
加
奈
子

君
嶋
俊
章

平
石
耳
鼻
咽
喉
科

㈱
藤
井
工
業
東
京
支
店

高
尾
駅
前
歯
科
室�

濱　

和
彦
・
恵
理
子

守
重
あ
や
子

守
重
直
美

花
島
く
み
子

花
島
文
夫

伊
藤
良
記

㈱
一
富
士　

代
表
取
締
役　

冨
依
咲
木
子

関　

祥
江

関　

武
洋

北
原
あ
や
子

金
子
邦
男

金
子
榮
子

三
谷
博
保
・
ヨ
シ
子

神
原
祥
彦
・
茉
麗
加

春
野
珠
華

片
平
智
恵

金
壱
萬
伍
千
圓
也

三
浦
達
雄
・
自
雄
・
雄
吉

サ
ン
バ
ー
ド
㈱

�

代
表
取
締
役　

佐
藤　

昭

我
善
導

富
士
康
伸

片
山
た
つ
子

金
壱
萬
圓
也

門
田
真
乍
子

西
脇　

修

谷
口
八
季

勝
部
盛
行

小
林
悦
子

入
澤　

肇

藤
枝
修
一

八
木
正
人

小
野
間
美
智

辻
井
美
江
子

日
下
部　

聡

大
津　

勸
・
章
子

濱
田
由
範

清
水　

孝
・
由
紀
子
・
日
向
子

髙
橋
美
樹
子

野
口
博
明

黒
川
正
人

大
内
一
恭

中
村
珠
江

石
川
真
吾

浅
賀
敏
幸

三
井
所
隆
史

稲
葉
文
子

小
原
朋
子

西　

芳
弘

八
塚
淳
子

㈲
龍
宝　

前
島
浩
美

木
村　

薫

成
茂
祐
樹

合
同
会
社
エ
ー
ス

石
井
美
樹

林　

真
司

村
野
豊
子

髙
橋
鉄
二

高
根
由
佳

沼
上
ち
さ
子

田
嶋
光
夫

田
嶋
啓
人

守
重
俊
昭

大
里
美
代
子

ア
ベ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

伊
佐
行
正

伊
佐
ひ
さ
子

多
田
直
美

田
中
芙
美
恵

山
田
昌
美

島
本　

大

飛
澤　

仁

野
木
道
子

関　

雄
太

加
園
哲
也

金
子
直
史

内
田
雄
久

関　

や
す
子

古
賀
敬
之

フ
ァ
ン
サ
イ
ト
㈲

小
島
孝
雄

㈱
金
芳

板
谷
厚
子

山
瀬
一
男

小
嶋
龍
汰

池
田
憲
男

池
田
松
子

熊
澤　

彰

熊
澤
美
和
子

髙
瀬
和
子

菊
池
正
光

竹
熊
信
宏

日
向
啓
子

清
水
昭
治

稲
福
正
美

藤
田
次
郎

古
賀
法
顕

山
﨑
昌
樹

赤
坂
肴
料
理
ち
ど
り　

渡
部
正
一

中
島
由
紀
子

植
松
裕
史
・
恵
以
子

北
國
秀
文

秋
山
季
久
榮

庭
山
香
織

西
村
公
次
・
香

野
本
邦
夫

野
本
あ
け
み

野
本
竹
春

渡
邊
彩
香

㈲
サ
ー
ジ
ュ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

岡
﨑
利
世

永
井
啓
之
・
節
子

髙
村
真
弓

フ
ジ
モ
ト
薬
局

渋
谷
徳
雄

真
砂
悦
子

福
田
み
ほ

高
橋
啓
三
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樋
口
和
之

松
井
房
子

杉
田
茂
樹

安
藤
祥
介

塩
田
晴
美

向
井
朋
子

今
野
和
子

村
田
秀
穗

豊
留
治
代

荒
金
悌
二

島
田
登
志
男

福
家
敏
郎

樋
口
友
子

藤
生
よ
し
子

和
田
直
顕

安
田
万
理
子

安
田
博
貴

福
永
茂
男

西
澤
恭
子

川
村
ゆ
み

石
原
丈
也

岡　

豊

舟
本
浩
美

本
田
友
博

本
田
英
樹

朴　

倫
知

松
井　

謙

榎
波
玲
子

最
所
千
加

加
藤
重
信

加
藤
磨
貴
子

青
山
佳
子

成
川
芳
江

日
景
和
男

吉
井
順
子

亀
谷
幸
美

神
野
佳
子

網
代
泰
子

千
葉
武
良

千
葉　

恭
子

金
山
優
子

古
谷
佳
和

新
谷
富
士
子

田
中
由
香
里

郡
志
静
香

村
橋
久
宣
・
千
絵

古
瀧
道
子

舘
野
友
希
子

㈲
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ

�

麓　

佑
生

㈲
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ

�

齋
藤
詩
音

木
村
善
彦

高
橋
禎
子

高
橋
睦
美

樋
渡
優
子

飯
高
正
子

荒
井
貴
博

村
田
安
生

高
田
ひ
ろ
美

㈲
ミ
ン
ト

橋
本
暁
子

天
野
利
彦

髙
橋
邦
明

島
田
京
子

大
道
一
炁

上
原
次
子

原　

昌
子

永
登
電
設　

熊
谷
忠
仁

山
下
嘉
己

山
下
江
利
子

鈴
木
裕
美
子

山
田
利
治

松
村　

健

佐
々
木
藤
子

戸
倉
華
洋
子

塚
本
信
太
郎

尾
髙　

真

中
村
光
子

大
宇
宙
禊
教
會

�

森　

八
枝
子

髙
橋
直
美

酒
井
克
昌

銀
座
マ
ロ
ニ
エ
通
り
歯
科

�

河
合
恒
夫

武
川
舞
由
加

藤
森
美
紗
子

岩
波
玉
穂

池
田
利
恵
子

志
田
拓
也

米
重
成
弘

大
坪
沙
代

大
坪
由
佳

石
井
敏
男

石
井
知
江

石
井
秀
和

染
田
真
紀
子

市
野
貴
之

冨
松
美
佳

飯
田
真
里

宗　

念
美

吉
田
曜
子

梅
田
禎
子

名
取　

惠

佐
藤
吉
信

金
丸
恵
三
子

㈲
ガ
ー
デ
ン

北
田
尚
弘

村
越
生
枝

木
村
真
理
・
光

池
田
姫
吏

五
十
子
景
子

諸
岡　

孟

諸
岡　

暁

千
々
岩
良
二

石
田
心
也

五
大
歯
科　

小
林
弘
明

品
川
由
紀
子

川
名
ひ
ろ
み

小
林
峰
司
・
ま
ゆ
み

丹
生
秋
穂

五
十
嵐
ま
す
美

佐
野
三
津
子

佐
野
幹
太

栗
本
章
子
・
陳
敏

林　

雅
雄

風
間
理
江

藤
井
多
賀
子

信
藤
さ
え
こ
・
田
中
え
り
こ

中
尾
晶
子

猪
狩
由
紀
子

石
平
歩
美
・
全

石
井
裕
二
郎

鈴
木
結
巳
香

星
野
光
正

山
本
尚
子

長
谷
ゆ
か
り

早
瀬
千
春

金
城
美
幸

和
田　

希

矢
島
礼
迪

井
坂
譲

加
賀
ゆ
み
子

野
中
嘉
人

野
中
裕
紀
子

金
井
良
晃

石
村
和
男

宮
﨑
眞
弓

等
々
力
桜
子

森
川　

豊

森
川
敦
子

相
良
ま
ゆ
み

た
か
く
さ
わ
こ

下
地
正
樹

小
野
博
美　

津
崎
栄
作

千
本
木
陽
樹

城
戸
久
美
子

城
戸
容
子

柳
田
裕
子

外
﨑
良
則

加
藤
美
雪

橋
本
尚
武

橋
本
敏
子

橋
本
乃
子

大
出
武
久

神
田
恵
司

井
野
泰
子

藏
田　

剛

淺
田　

均

浅
川
叶
結

酒
井　

浩

田
宮　

暁

石
井
貴
志
子

佐
藤
織
絵

埼
玉
本
庄
本
町
祭
禮
保
存
会

�

会
長　

猪
野
芳
孝

椋
田
裕
士

桜
井　

清

高
橋
宏
貴

川
村　

淳

川
村
由
香

成
田
慶
子

髙
林
洋
太

福
永
啓
子

梅
津　

晃

北
村
光
子

石
井
浩
一

石
井　

文

石
沢
裕
子

瀬
川
優
美
子

川
合
大
介

島
田
淳
司

香
月
作
太
郎

中
谷
宏
幸

菊
池
雅
宏

太
田
美
紀

山
本
和
宏

湊
誉
志
美

普
広
寺　

村
田
弘
文

川
田
利
行

川
田
雅
子

ワ
カ
バ
㈱

原　

さ
と
み

佐
々
木
勝
彦

佐
々
木
祐
子

大
川　

健

田
口
幸
子

左
海
仁
栄

福
本　

敏

石
川
美
鶴

飯
島
達
夫

小
松
弘
佳

山
岡
秀
子

勝
又
眞
由
美

山
口
敬
美

柏　

洋
美

外
山
恵
美

高
寿
公
心

稲
葉
公
俊

稲
葉
静
子

菱
川
江
美
子

小
林　

幹

髙
島
由
美

三
谷
曜
子

小
林
ひ
ろ
子

加
藤
智
久

岡
本
隆
憲

浅
岡　

文

藤
原
正
哉

福
田
正
路

長
谷
場
幸
江

小
林
佳
世

久
保
山
雅
文

加
藤
淑
子

柏
木
聡
・
い
づ
み

関
根
由
紀

山
中
良
介

五
味
佳
晃

大
島
幸
治

㈱
ひ
の
ま
る
設
計

�

杉
村
隆
史

渡
辺
未
智

高
島
宥
愃

石
村　

守

清
水
暢
之

鈴
木　

孝

大
瀬
絵
雅
季

川
合
正
悟

眞
鍋
美
紀
・
紀
子

石
井
邦
明

下
田
知
世
子

石
原
秀
之

関
根
浩
一

砂
田
浩
一

村
川　

誠

鷺
谷
眞
觀

川
崎
清
次

渡
邊
美
知
恵

村
田
眞
理
子

宮
㈱

青
木
万
理
子

杉
山
敏
之

㈲
第
一
ド
ラ
イ

�

中
嶋
健
一
郎

小
澤
春
子

高
橋
克
周

樋
口
美
穂
・
幸
介

長
﨑
恭
美

向
井
博
子

柳
生
由
紀
子

河
野
辰
郎

加
瀬
和
彦

岡
本
泰
彦

中
村
大
介

橋
本
光
弘

栗
山
有
紀

宮
城
洋
子

櫻
井
夏
海

岸
端
就
介

結
城
寛
子

櫻
井
道
子

櫻
井
崇
史

沼
田
誠
二

沼
田
葉
子

沼
田
芳
樹

祝
嘉
鴻
・
林
恕
夙

祝
鳳
黛

髙
松
芳
光

寺
尾
尚
子

寺
尾　

悠

国
生
さ
ゆ
り

岩
元
保
代

森　

勇
人

谷
本
勇
人

屋
田
文
子

久
保
田
安
雅

堀
野
満
子

柳
澤
直
・
麻
理
子

坂
口
直
樹

黒
田
生
子

妙
麗　

佐
藤
美
和
子

津
田
洋
次

山
田
巳
奈
子

冨
田
佑
子

冨
田
常
治

浦
部
浩
司

福
島
嗣
郎

岡
田
亞
弓

土
田　

治

渡
邊
康
弘

谷
崎
智
美

笠
原
澄
人

伊
澤
明
宮

松
本
裕
子

山
崎
圭
子

青
天
目
勝
彦

祝
鳳
黛

中
村
有
希
子

平
島
淳
子

乾　

哲
也

前
川
周
平

安
永
悦
子

㈱
松
野
屋

中
村　

修

新
本
君
雄

大
重
茉
央
・
彩
莉

㈱
セ
ダ
ル
ベ
ル
グ・ロ
イ
ボ
ス

�

増
井
知
恵
子

小
林
正
和

小
林
幸
一

山
﨑
由
起
子

森
野
哲
至

寺
前
隆
令

恵
比
寿
ク
リ
ニ
ー
ク

�

種
子
裕
佐
支

阿
部
良
子

田
村
亜
紀

峯
崎
佳
一

宮
原
民
哲

神
邉
葉
子

松
井
隆
幸
・
克
美

末
澤
ま
り
子

西
村
俊
彦

河
名
暘
子

山
本
恭
典

菊
岡
将
文

�

（
十
二
月
十
日
現
在
）

高
根
由
佳

桑
田
有
紹

桑
田
直
美

ロ
ッ
ジ
森
の
な
か
店
主　

仲
田
恭
子

古
澤
つ
た
江

㈲
環　

七
福
神
環

荒
井
豊
・
さ
と
み

岩
﨑
芳
子

熊
沢
明
子

川
内
和
子

野
村
侑
可

新
島
章
夫

栗
原　

弘

梶
貴
美
男

水
野
瑛
己

会
田
友
歌

奥
村
慶
子

大
場
信
雄

㈱
川
上
キ
カ
イ

菅
野
晄
綸

前
田
美
恵
子

林
陳
怡
欣

野
本
和
夫

川
瀬
英
嗣

滝
沢　

高

渡
辺
俊
幸

冨
松
美
佳

大
庭
寿
恵

中
俊
也
・
真
規

山
際
賢
次
・
陽
子

長
谷
川
順
一

川
本　

勝

原
田
淳
子

中
尾
充
宏

㈲
さ
く
ら
ド
ラ
イ　

根
岸
睦
男

渡
邊
敏
幸

齋
藤
光
代

佐
々
木
真
吾

吉
村
高
生

泉　

幸
志

戸
根
邦
江

澤
田
宏
之
・
純
子

佐
藤
亜
紀
子

金
五
千
圓
也
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一
　
月

　
元
　
　
日	

若
水
祭

	
歳
旦
祭

　
三
　
　
日	
元
始
祭

　
六
　
　
日	

第
五
十
二
回
奉
納
書
初
展

　
八
　
　
日	

舛
添
氏
子
崇
敬
会
長
参
拝

　
十
五
日	

神
符
焼
納
祭

　
二
十
日	

神
社
本
庁
総
長
・
副
総
長
参
拝

　
二
十
三
日	

第
五
十
四
回
神
宮
初
詣
旅
行　

至 

二
十
四
日

　
二
十
六
日	

新
年
互
礼
会

二
　
月

　

三
　
　
日	

節
分
祭

　

十
一
日	

紀
元
祭

　

十
四
日	

八
坂
神
社 

猿
田
彦
神
社
仮
殿
遷
座
祭

　

十
七
日	

祈
年
祭

三
　
月

　
二
　
　
日	

第
六
回
責
任
役
員
会

	

第
五
回
神
社
総
代
会

	

氏
子
崇
敬
会
評
議
員
会

　
二
十
日	

春
季
皇
霊
祭
遥
拝

四
　
月

　

三
　
　
日	

第
五
十
一
回
日
枝
神
社
奉
賛
青
年
会		



年
次
総
会

　

二
十
九
日	

昭
和
祭

　

三
十
日	

末
社
山
王
稲
荷
神
社
例
祭

五
　
月

　

四
　
　
日	

御
神
田　

田
植
祭　

於 

千
葉
県
香
取
市

　

十
三
日	

第
二
回
祭
典
委
員
会

　

三
十
一
日	

八
坂
神
社 

猿
田
彦
神
社
本
殿
遷
座
祭

六
　
月

　

三
　
　
日	

第
七
回
責
任
役
員
会

	

第
六
回
神
社
総
代
会

	

責
任
役
員
・
大
総
代
合
同
会

　

七
　
　
日

　
　
　

～	

山
王
祭

　

十
七
日

　

七
　
　
日	

八
坂
神
社
例
祭
並
竣
工
奉
祝
祭

　

十
　
　
日	

神
幸
祭

　

十
五
日	

例
祭

　

三
十
日	

大
祓
並
鎮
火
祭

七
　
月

　

二
十
日	

緑
蔭
朝
詣
り
と
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い
開
会	

奉
告
祭

八
　
月

　

三
　
　
日	

責
任
役
員
会

　

四
　
　
日	

第
三
十
九
回
箸
感
謝
祭

　

二
十
日	

御
神
田　

抜
穂
祭　

稲
刈
作
業

	

於 

千
葉
県
香
取
市

　

二
十
八
日	

山
王
鍋
会

　

三
十
一
日	

緑
蔭
朝
詣
り
と
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い
閉
会	

奉
告
祭

平
成
二
十
八
年
　
回 

顧

節 分 祭 ひとり翁奉仕 山王橋に溢れる御参拝の方達
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九
　
月

　

十
五
日	

第
四
十
九
回
中
秋
管
絃
祭

　

十
九
日	

第
五
十
一
回
敬
老
祭

　

二
十
日	

第
四
十
四
回
山
王
祖
霊
祭

　

二
十
二
日	

秋
季
皇
霊
祭
遥
拝

十
　
月

　

七
　
　
日	

第
十
六
回
武
蔵
野
御
陵
清
掃
奉
仕

　

十
七
日	

神
嘗
祭
遥
拝

十
一
月

　

三
　
　
日	

明
治
祭

　

四
　
　
日	

第
八
回
責
任
役
員
会

	

第
七
回
神
社
総
代
会 

	

責
任
役
員
・
大
総
代
合
同
会

　

十
九
日	

小
池
百
合
子
東
京
都
知
事　

氏
子
崇
敬
会
長

就
任

　

二
十
三
日	
新
嘗
祭

十
二
月

　

一
　
　
日	

大
麻
神
札
頒
布
始
祭

　

二
十
三
日	

天
長
祭

　

三
十
一
日	

大
祓
並
鎮
火
祭

	

除
夜
祭

新　　嘗　　祭

中　秋　管　絃　祭

小池会長就任 箸感謝祭

例　　　　祭 神幸祭・駐輦祭

神幸祭・神符献上
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本
日
は
私
の
故
郷
の
話
を
致
し
ま
す
。
墓
参

り
の
時
の
か
わ
っ
た
風
習
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の

で
、
少
し
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
の
故
郷
の
青
森
県
の
津
軽
地
方
で
は
、
必

ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
盆

の
十
三
日
、
墓
前
に
あ
る
も
の
を
お
供
え
し

ま
す
。
皆
様
は
お
墓
参
り
の
時
、
お
墓
に
は
ど

ん
な
物
を
お
供
え
し
ま
す
か
。
果
物
や
お
菓
子
、

お
は
ぎ
や
お
花
等
が
関
東
で
は
一
般
的
な
物
だ

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
青
森
の
津
軽
地
方
で
は

墓
前
に
お
弁
当
の
折
詰
を
お
供
え
し
ま
す
。
こ

れ
は
、「
法
界
折
」
と
い
い
、
中
身
は
「
赤
飯
・

タ
ケ
ノ
コ
や
シ
イ
タ
ケ
の
煮
し
め
（
筑
前
煮
の

様
な
も
の
）・
漬
物
・
果
物
少
々
」（
肉
や
魚
は

一
切
使
わ
な
い
。
精
進
料
理
の
一
種
と
考
え
ら

れ
る
。）
を
入
れ
る
の
が
一
般
的
の
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
津
軽
の
中
で
も
一
部
で
は
墓
前
に
こ

の
法
界
折
を
供
え
、
ゴ
ザ
を
敷
い
て
御
先
祖
様

と
一
緒
に
食
事
を
す
る
地
域
も
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。「
法
界
」
と
い
う
語
句
を
調
べ
る
と
、

食
物
を
神
様・墓
前・祖
霊
に
供
え
る
こ
と
、ま
た
、

そ
の
食
物
の
こ
と
、
ま
た
転
じ
て
食
物
を
入
れ
る

器
を
指
す
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
行
事
は
柳
田

國
男
の
著
書『
先
祖
の
話
』に
も
登
場
し
ま
す
。

 

「
青
森
・
岩
手
・
秋
田
の
三
県
に
、
今
も
ま
だ

弘
く
行
わ
れ
て
い
る
ホ
カ
イ
の
行
事
、
こ
れ
な

ど
は
墓
前
の
祭
で
あ
っ
て
明
ら
か
に
食
物
を
中

心
と
し
、
…（
中
略
）…
目
に
立
つ
特
色
は
墓
石

の
前
に
ほ
か
い
棚
を
作
っ
て
、
蒲
や
真
菰
で
編

ん
だ
簀
薦
を
敷
き
、
そ
の
上
に
い
ろ
い
ろ
の
料

理
を
供
え
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ホ

ウ
カ
イ
で
は
な
く
ホ
カ
イ
と
呼
ば
れ
、
弁
当
の

折
詰
と
い
う
よ
り
は
「
い
ろ
い
ろ
の
料
理
を
供

え
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
著
書
自
体
は
昭
和

二
十
年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
時
点
で

は
「
青
森
・
岩
手
・
秋
田
の
三
県
に
、
今
も
ま

だ
弘
く
行
わ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
、「
法
界
折
」
自
体
は
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
津
軽
地
方
に
根
付
い
た
の
か
は
、
詳
し

い
資
料
が
少
な
く
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
の
生
ま

れ
故
郷
の
津
軽
に
は
「
津
軽
衆
」
と
い
う
言
葉

が
ご
ざ
い
ま
す
。
直
訳
す
る
と
「
津
軽
の
人
」

の
意
で
、
こ
の
言
葉
の
使
い
方
は
東
京
の
「
江

戸
っ
子
」
に
似
て
い
ま
す
。「
江
戸
っ
子
」
と
い

え
ば
、
粋
で
イ
ナ
セ
だ
と
か
気
が
短
い
等
の
イ

メ
ー
ジ
が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
青

森
で
「
津
軽
衆
」
と
い
え
ば
、

・�

も
つ
け（
目
立
ち
た
が
り
・
盛
り
上
げ
役
・
世

話
好
き
な
人
・
余
計
な
世
話
を
焼
く
人
）

・
じ
ょ
っ
ぱ
り
（
強
情
な
人
・
頑
固
者
）

・�

ち
ゃ
か
し
（
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
・
あ
わ
て
ん

ぼ
う
）

と
言
う
様
な
性
格
が
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ

う
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。

・�

食
事
を
し
て
い
て
、
お
か
ず
を
一
つ
残
し
て
誰

も
手
を
つ
け
な
い
。（
津
軽
の
人
は
遠
慮
深
い
、

人
に
あ
げ
た
が
る
、
食
べ
さ
せ
た
が
る
）

・�

待
ち
合
わ
せ
の
約
束
の
時
間
よ
り
、何
分
も（
人

に
よ
っ
て
は
何
時
間
も
）
早
く
到
着
し
待
ち

く
た
び
れ
て
い
る
。（
真
面
目
、
気
遣
い
、
心

配
性
）

こ
れ
ら
の
様
な
場
面
に
遭
遇
し
た
時
、
青
森
で

は
「
な
ぁ
、
や
っ
ぱ
り
津
軽
衆
だ
な
ぁ
」
と
い

う
お
決
ま
り
の
会
話
の
や
り
取
り
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
す
。

　

話
題
は
法
界
折
に
戻
り
ま
す
が
、
津
軽
出
身

の
私
か
ら
見
る
と
、
こ
の
風
習
に
は
津
軽
の
人

の
真
心
が
こ
も
っ
て
い
る
様
な
気
が
致
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
何
の
根
拠
も
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
津
軽
の
人
の
世
話
好
き
で
、
律
儀
で
、

施
し
た
が
る
性
格
で
し
ょ
う
か
。
ど
こ
か
あ
た

た
か
く
、
ほ
っ
こ
り
と
し
た
思
い
が
い
た
し
ま

す
。
墓
前
に
折
詰
が
供
え
ら
れ
て
い
る
事
は
、

故
郷
で
は
当
た
り
前
の
風
景
で
、
私
自
身
こ
れ

ま
で
何
の
気
に
も
留
め
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
独
特
な
習
慣
で
は
あ

り
ま
す
が
、
津
軽
の
人
な
り
の
先
祖
供
養
・
先

祖
の
祭
り
と
い
う
事
で
大
切
に
し
て
い
く
べ
き

も
の
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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菱
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�

（
平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
付
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日
本
橋
六
の
部
地
区

　
大
総
代	

野
永　

喜
一
郎　

殿　

株
式
会
社
ゆ
か
り

�

（
平
成
二
十
八
年
六
月
三
日
付
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九
段
地
区

　
大
総
代	

池
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新
二　

殿　

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
池
田

�
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平
成
二
十
八
年
八
月
三
日
付
）

麹町消防少年団 「日枝神社広報大使」に
岡田結実さんピーポくん

出動 　今年度の日枝神
社広報大使にタレ
ントの岡田結実さ
んが就任されまし
た。10月13日（木）
に就任式を行い、
多くの報道陣に囲
まれ、七五三の思
い出を語りました。
なお、広報大使と
して年末には東京

メトロ全線の車内ビジョンにて当社初詣広告、周
辺駅構内のポスターに出演され、２月３日の節分
祭には特別年役として参列を予定しています。

　10月15日（土）平成28年全国地
域安全運動の一環として、警視庁
マスコットのピーポくんが来社しま
した。
　当日は、七五三と結婚式で賑わ
う境内にて麹町警察署員の皆さん
と広報活動を行いました。

　11月13日（日）麹町消防少年団の
皆さんと東京消防庁マスコットのキ
ュータくんが火災予防運動の広報
活動を行いました。

麹町消防少年団来社

　

八
月
二
十
日
（
土
）、
千
葉
県
香
取

市
の
御
神
田
に
於
い
て
抜
穂
祭
が
執

行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
氏
子
崇
敬
者
多
数
の
参
加
の

も
と
稲
刈
り
奉
仕
を
行
い
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
新
穀
は
、
十
一
月
二
十
三

日
の
新
嘗
祭
に
お
供
え
さ
れ
ま
し
た
。

抜
穂
祭
執
行

四
神
旗
　
一
式

�

株
式
会
社　

ア
ル
フ
ァ
ビ
デ
オ　

�

青
山　

裕
生　

殿

�

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
二
日　

奉
納

篤
志
奉
納

 

「
平
成
二
十
九
丁ひ
の
と
と
り酉

年

日
枝
神
社
家
庭
暦
」。
表

紙
絵
は
当
社
木
村
巫
女
の

作
画
に
よ
り
ま
す
。
現
在

二
百
円
に
て
頒
布
中
で
す
。

日 

枝 

神 

社 

家 

庭 

暦 

上 

梓



前　厄 本　厄 後　厄

24歳
平成6年生
いぬ

25歳
平成5年生
とり

26歳
平成4年生
さる

41歳
昭和52年生
み（へび）

42歳
昭和51年生
たつ

43歳
昭和50年生
う（うさぎ）

60歳
昭和33年生
いぬ

61歳
昭和32年生
とり

62歳
昭和31年生
さる

平成 29 年厄年表（数え年）
男の厄年

前　厄 本　厄 後　厄

18歳
平成12年生
たつ

19歳
平成11年生
う（うさぎ）

20歳
平成10年生
とら

32歳
昭和61年生
とら

33歳
昭和60年生
うし

34歳
昭和59年生
ね（ねずみ）

36歳
昭和57年生
いぬ

37歳
昭和56年生
とり

38歳
昭和55年生
さる

女の厄年

Ⓒわたせせいぞう

東京都千代田区永田町２丁目10番５号　
TEL.03-3502-2205  FAX.03-3502-8948  
http://www.hieakasaka.net/

日枝神社
結婚式場

●平成29年2月11日（土）10：00〜18：00
●平成29年2月12日（日）10：00〜17：00
婚礼相談、館内や境内の見学、披露宴会場見学、衣裳展示、試着、引出物、引菓子展示ほか

総合婚礼展示会


